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1 はじめに

一般のWebページや文書検索では, キーワードで検
索する. これに対し特許明細書についての専門家の検
索は, FIや Fタームを効率よく利用する. これらの分
類コードは, 特許庁の特許審査官が付与するもので, 多
少の揺らぎはあるとしても, 先行事例の網羅的検索や
絞り込みのための限定には非常に有効である. しかし,
それらの分類コードは, 多岐にわたり特許の専門家で
あっても全てを把握しているわけではない. いずれに
せよこのような分類コードを活用できるか否かが専門

家と非専門家の違いと言われている. 専門家であって
も, 予備的調査においてはキーワード検索を行い, 関
連する FIを獲得することが多い.
本稿では, 著者等が提案する概念グラフの手法を特

許明細書文書群に適用し, キーワードに対する FI群,
あるいは 1つの FIにかかわるキーワード群を自動的
に抽出するシステムを構築した.

2 概念グラフ

筆者等は,シソーラスを自動構築する手法,概念グラ
フシステムを提案してきた [1], [3], [4]. 一般のシソー
ラス構築技術では与えられた文書全体での単語の関係

を抽出する. 概念グラフでは, ユーザの与えるクエリ
qによって決まる文書集合 D(q) に着目して特徴語の
抽出を行い, D(q)の文書の中での特徴語の上位下位関
係を抽出する.

2.1 特徴語抽出

ある単語 wのD(q)での特徴量 s(w,D(q))を式 (1)
で定義する.

s(w,D(q)) =
df(w,D(q))

df(w,U)
(1)

この式は単語 wを含む文書集合D(w)と D(q)の交わ
りの文書集合D(w)での割合を表している。また,D(w)
と D(q)の交わりのD(q)での割合を wのもう一つの
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特徴量と考える。

s2(w,D(q)) =
df(w,D(q))

|D(q)|
(2)

s(w,D(q)) かつ df(w,U) ≤ |D(q)| となる単語 w を

D(q) の下位の特徴語, s2(w,D(q)) かつ df(w,U) >

|D(q)|となる単語 wをD(q)の上位の特徴語と呼ぶ.

2.2 上位下位関係抽出

特徴語間の関連抽出には二つの特徴語 u, vの D(q)
での共起頻度 df(u ∗ v,D(q))を用いて, v からみた u

の関連度 r(v, u) として定義する。

r(v, u) =
df(u ∗ v,D(q))

df(v,D(q))
(3)

df(u,D(q)) > df(v,D(q)) ∧ r(u, v) > 0.5であるよう
な,すなわち v よりも一般的でかつ関連度が 0.5を超
えような u を v の上位語と呼び,uは v の上位である

と言う. 特徴語と同様に特徴語間の上位下位関係も着
目する文書集合D(q)によって変化する。全ての特徴
語対の間の上位下位の関連を計算し, 下位の語から上
位の語へパスを引いた有向グラフを概念グラフと定義

する.

3 特許データ

本稿では, IPDL広報テキスト検索データベースか
ら, (容器∪瓶∪壜)∩(リサイクル∪リサイクリング∪再
利用 ∪再資源)の検索式で検索された 2302件の特許
データを元にシステムを構築した. 特許データ群の発
明者および出願人の名前, その識別番号 (ID), FI(File
Index), Fターム (File Forming Term) , 特許技術の
説明の 5項目から成るデータベースを作成した.
ユーザは検索用データベースと出力用のデータベー

スを選択する. 例えば, 発明者の名前で検索し, FIと
Fタームで出力することで, その発明者がどの分野で
技術を発明しているかを調べることが可能である.

4 実験と考察

本節では前節の特許明細書群から特許技術の説明部

分のキーワードとそれに対応する FIおよび Fターム
群を自動抽出し概念グラフとして出力する. ただし,
グラフ中では枝で結ばれた左側の節が上位, 右側の節
が下位の関連語となる.
「ダイオキシン」というクエリに対する, FI, Fター
ムは図 1のようになった. グラフ中の A62D 0300は
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図 2: FI=「B09B」に対する概念グラフ

図 1: キーワード=「ダイオキシン」に対する概念グ
ラフ

「物質の科学変化の影響により有害な化学剤を無害に

するまたはより有害でなくする方法」に関するFIであ
る. 2E191はこのFIに対応するFタームのテーマコー
ドである. 4D004は「固体廃棄物の処理」に, 4D056
は「抽出,液体の置換」に関するFタームのテーマコー
ドである. この概念グラフからダイオキシンに関係の
ある特許にどのような分類コードが付与されているか

がわかる.
次に, 「B09B」という FIについてその関連語群を

特許明細書群から抽出しグラフにしたものが図 2であ
る. B09Bという FIは固体廃棄物の処理についての特
許に対応しており, 概念グラフにも廃棄物処理につい
ての単語がこの FIの関連語として出現していること
がわかる.

5 結論と今後の課題

本稿では, 特許明細書群について概念グラフを適用
することで, ユーザの指定したキーワードに対応する
分類コード群を抽出, あるいは分類コードに対応する
キーワード群を自動的に抽出するシステムを提案した.
このシステムを利用することで特許の非専門家と専門

家の特許データベースの検索能力の差を縮小するか,
または専門家であっても検索に必要な労力を削減する

ことが可能である. また, 各キーワードに対する関連
する分類コードおよび各分類コードに対する関連する

キーワードを適切性や再現率の観点で評価することが

課題である.
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